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　都筑区は、港北ニュータウンの造成により大きく発展してきまし
たが、約1万年前から人が住んでいた遺跡が存在するなど、実は古
くからの歴史があります。現在、来年11月に迎える都筑区誕生25
周年に向けて、都筑区初の試みとして、区の歴史をまとめた『図説 
都筑の歴史』の編さんを行っています。
　学生から大人まで、幅広い世代の方々に手に取っていただける
よう、資料や写真、地図などを用いた図説の形式で、都筑区の興
味深い歴史を、総合的にまとめる予定です。

　編さんには、横浜市ふるさと歴史財団や郷土史の専門家、区民活動
団体の方々など多くの方に関わっていただきながら、調査や執筆を行っ
ています。調査の過程で発見された新たな事実なども盛り込んでいく
予定ですので、来年11月の刊行を楽しみにしていてください!今後は、
広報よこはま都筑区版の編さんだより（次号は6月号予定）や『図説 都
筑の歴史』刊行プレイベント等でも情報発信していきます。

『図説 都筑の歴史』ただいま編さん中!!

発見！！歴史的な

区制25周年に向けて、都筑区史

昔
の
様
子
が
わ
か
る
た
た
み

６
畳
ほ
ど
の
村
絵
図

　編さん委員会発足から2年、昨年には都筑の歴史を紐解く新発見
もありました。佐江戸町の無量寺にある石造物の調査＝写真＝で
は、新たに「宝塔」を発見し、これにより、改元がどのような経路で
佐江戸まで伝わったかを知る手掛かりとなる史実もわかりました。
今後も新たな発見があるのではと、期待が膨らみます。

　区と地域が一体となって編さんに取り組むため、平成28年度より連
合町内会長や区関係団体の代表等で構成される『図説 都筑の歴史』
編さん委員会において検討を進めています。年に6回程度編さん委員
会を開催し、『図説 都筑の歴史』の構成や編さんスケジュール、執筆内
容等の検討を行っています。

新

村田輝雄委員長（前列・左から3人目）と編さん委員メンバー

資料や原稿案を広げて議論する編さん委員

都筑図書館で郷土展示会を同時開催予定
申込は、広報よこはま都筑区版8月号で掲載予定

平成30年
9月29日土10時～

郷土史講演会
「都筑の近代（仮）」

横浜市歴史博物館X都筑図書館X都筑区役所連携事業

明治後期の川和の菊（松林圃）

日時

講師 相澤 雅雄氏
（地域史研究家）

『図説 都筑の歴史』刊行プレイベント開催告知

都 筑 区 歴 史 年 表
～History of Tsuzuki～

第6次市域拡張が行なわれ、港北区誕生。
このとき横浜市・川崎市に都筑郡を編入、
都筑の地名が消える

1939年（昭和14年）

横浜に市制施行、併せて都田村、山内村、
中川村などが誕生1889年（明治22年）

都筑郡役所が川井村（現・旭区）から
川和の妙蓮寺に移転1879年（明治12年）

郡区町村編成法により、都筑郡ができる1878年（明治11年）

廃藩置県により「神奈川県」となる1871年（明治4年）

大山参詣や富士参りが流行、大山道が
にぎわい宿場ができる18世紀（江戸時代）

茅ヶ崎城が築城される14～15世紀（室町時代）

延喜式に武蔵国都筑郡杉山神社が式内社
として記される927年（平安時代）

律令制度により「武蔵国都筑郡」となる。
長者原（現・青葉区）に都筑郡家が置かれたと
思われる（長者原遺跡）

8世紀（奈良時代）

稲作がはじまる。大塚に環濠集落、歳勝土に
方形周溝墓ができる

（大塚・歳勝土遺跡）
約2100年前（弥生時代）

現都筑区内まで海が入り込む。
多数の集落が形成され、貝塚が残される

（折本貝塚、茅ケ崎貝塚）
約7000年前（縄文時代）

花見山で縄文土器や石器が使われはじめる
（花見山遺跡）

約1万5000～
1万2000年前（縄文時代）

北川貝塚東地点で石器が使われる約3万年前（旧石器時代）

港北ニュータウン造成工事が始まる
「港北区」から「緑区」分区
港北ニュータウン建設事業計画発表

1974年（昭和49年） 
1969年（昭和44年）
1965年（昭和40年）

1997年（平成9年）
1998年（平成10年）
1999年（平成11年）
2000年（平成12年）
2001年（平成13年）
2002年（平成14年）
2003年（平成15年）
2004年（平成16年）
2005年（平成17年）

2006年（平成18年）

2007年（平成19年）
2008年（平成20年）
2009年（平成21年）

2010年（平成22年）

2011年（平成23年）
2012年（平成24年）
2013年（平成25年）
2014年（平成26年）
2017年（平成29年）

横浜市北部夜間急病センター開設

横浜国際プール完成、都筑区民の歌制定

都筑区の木制定「ヤマモミジ」等

都筑警察署開設

昭和大学横浜市北部病院開院

都筑大橋開通、都筑郵便局開局

鴨池大橋開通、都筑区福祉保健活動拠点（かけはし都筑）開設

都筑区制10周年、都筑区民活動センター開設

港北ニュータウン中央地区換地処分公告

都筑多文化・青少年交流プラザ（つづきMYプラザ）開設

市営地下鉄グリーンライン、中山～日吉開通

区のマスコットキャラクター「つづきあい」決定

資源循環局都筑工場の煙突塗替

高速横浜環状北西線事業着手

横浜市多機能型拠点「つづきの家」開所

都筑区制20周年

高速横浜環状北線開通

1995年（平成7年）

横浜市歴史博物館開館、第三京浜道路都筑インターチェ
ンジ開設
都筑区総合庁舎開設、統一地方選挙実施、都筑区初の
市会・県議会議員選出
水道局都筑営業所開設

（平成18年11月港北・都筑地域サービスセンターに統合）

1994年（平成6年）

11月6日「都筑区」誕生
都筑区役所、都筑保健所、都筑図書館、都筑消防署、
都筑土木事務所開設
都筑区誕生記念式典開催、都筑区シンボルマーク制定

「ゆめはま2010プラン」基本計画及び都筑区計画策定

1993年（平成5年）
市営地下鉄ブルーライン、新横浜～あざみ野間が開通
区名の一般公募実施、横浜市区名選定委員会で「都
筑区」の名称選定

「区の設置条例」改正、「都筑区」が正式に決定

1992年（平成4年）
港北ニュータウン行政サービスセンター業務開始

「横浜市行政区の再編成に関する答申」で港北区及び緑区の4
分割案が示される

「横浜市港北区及び緑区の再編成に関する条例」が制定、公布

大塚・歳勝土遺跡公園開園［一部］
港北ニュータウン第一・第二地区換地処分公告

都筑区の花制定「サクラソウ」、
人口20万人到達

みなきたウォーク開通、都筑スポーツセンター開所、
都筑区子育て支援センター「Popola」開設

1996年（平成8年）

Tsuzukiの「T」をモチーフに、計画的に整備された街並みと緑道、そして早
淵川や鶴見川、せせらぎの豊かな水の恵みを真ん中に配置。さらに、区民が
力をあわせ、未来に向かってますます発展していく都筑区を表現しています。

栗林 一夫さん
（都筑区商店街連合会 会長）

青木 寶久さん
（都筑区懇話会 会長）

村田 輝雄さん
（都筑区連合町内会自治会 会長）

山田 美千子さん
（都筑クラブ 会長）

都
筑
の
歩
み
、未
来
へ
続
く
―
。

来
年
11
月
　区
制
25
周
年

特 別 座 談 会

飯田 恒雄さん
（元 港北ニュータウン街づくり協議会 会長）

長谷川 秀男さん
（第二代都筑区連合町内会自治会 会長）

（※1）Ｄ区の新しい街づくりを進める会…港北区・緑区の再編成に
　　  ともない、町内会自治会を中心とした分区準備会

a 飯田 恒雄さん
・元 Ｄ区の新しい街づくりを
 進める会（※１）理事
・元 港北ニュータウン
 街づくり協議会 会長

b 山田 美千子さん
・元 港北ニュータウンイベント
 倶楽部（※2）会長
・都筑クラブ 会長

c 村田 輝雄さん
・都筑区連合町内会自治会 会長 d 栗林 一夫さん

・元 Ｄ区の新しい街づくりを
 進める会 事務局次長
・都筑区商店街連合会 会長

e 長谷川 秀男さん
・元 Ｄ区の新しい街づくりを
 進める会 副会長
・第二代都筑区連合
 町内会自治会 会長

f 畑澤 健一さん
・前都筑区長

g 中野 雄二さん
・元 Ｄ区の新しい街づくりを
 進める会 理事
・初代 都筑区医師会 会長

h 青木 寶久さん
・元 Ｄ区の新しい街づくりを
 進める会 理事
・都筑区懇話会 会長

（※2）港北ニュータウンイベント倶楽部…区内の各種イベントをサポート
　　  する現・都筑クラブの母体にあたるボランティアグループ

a b c d

参加者 Profile
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本
社
を
創
業
地
の
長
野
県

か
ら
移
転
し
、
12
月
に
横

浜
港
北
総
本
店
が
誕
生
し

ま
し
た
。

　

当
時
、
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
と
し

て
全
国
展
開
を
考
え
て
い

ま
し
た
。
そ
の
時
に
ど
の

場
所
が
い
い
だ
ろ
う
と
、

武
蔵
小
杉
な
ど
色
々
な
と

こ
ろ
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

最
終
的
に
は
新
幹
線
が
通

る
新
横
浜
駅
も
近
く
に
あ

り
、
将
来
的
に
羽
田
空
港

へ
の
道
路
も
で
き
る
だ
ろ

う
と
、
大
き
な
地
図
を
広

げ
て
「
こ
こ
が
一
番
い
い
」

と
決
め
ま
し
た
。
本
店
を

出
店
す
る
際
に
地
元
の
方

か
ら
「
タ
ヌ
キ
や
野
ウ
サ

ギ
は
ス
ー
ツ
を
着
な
い
。

こ
ん
な
場
所
で
大
丈
夫
か
」

と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
。

（
一
同
笑
）

　

新
横
浜
元
石
川
線
も
狭

く
、
区
役
所
通
り
は
何
も

な
か
っ
た
。
地
元
の
人
と

話
し
、
将
来
こ
の
地
は
必

ず
良
く
な
る
と
思
い
ま
し

た
。
そ
の
頃
か
ら
長
谷
川

さ
ん
や
金
子
さ
ん
（
※
故

・
金
子
保
氏
・
元 

Ｄ
区
の

新
し
い
街
づ
く
り
を
進
め

る
会 

会
長
）
ら
が
こ
の
ま

ち
の
た
め
に
全
力
を
尽
く

さ
れ
、
寝
食
を
忘
れ
る
ほ

ど
、
努
力
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
熱
い
思
い
に
胸

を
打
た
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｏ

Ｋ
Ｉ
の
今
が
あ
る
の
は
地

元
の
皆
さ
ま
、
区
民
の
皆

さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。

　

―
次
は
栗
林
か
ら
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
開
発
途
中
の
商

店
街
の
成
り
立
ち
に
つ
い

て
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

栗
林　

現
在
は
都
筑
バ

ー
チ
ャ
ル
商
店
街
を
含
め

全
部
で
10
団
体
が
商
店
街

連
合
会
に
所
属
し
て
い
ま

す
。
都
筑
区
が
誕
生
す
る

際
は
6
団
体(

旧
港
北
1
・

旧
緑
５
）
で
区
商
連
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
当
時
は
造
成
工

事
真
っ
只
中
の
港
北
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
（
Ｎ
Ｔ
）
で
商

店
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と

し
た
経
緯
を
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
港
北

Ｎ
Ｔ
中
央
商
業
振
興
会
は

現
在
港
北
Ｎ
Ｔ
内
で
活
動

す
る
5
商
店
街
の
〝
も
と
〟

に
な
る
会
で
す
。

　

幹
線
道
路
が
少
し
ず
つ

完
成
す
る
の
に
伴
い
、
ビ

ル
が
建
ち
は
じ
め
テ
ナ
ン

ト
と
し
て
商
店
が
進
出
す

る
の
で
す
が
、
商
業
者
同

士
の
繋
が
り
も
無
く
、
商

業
情
報
も
入
っ
て
こ
な
い

と
い
う
状
態
で
し
た
、
青

木
さ
ん
を
中
心
に
Ｎ
Ｔ
内

に
進
出
さ
れ
て
い
る
店
舗

に
お
声
が
け
を
し
、
商
店

街
設
立
趣
旨
の
お
話
を
し

ま
し
た
。
当
初
の
目
的
は

「
港
北
Ｎ
Ｔ
に
進
出
し
た
商

業
者
の
皆
さ
ん
と
の
情
報

交
換
、
各
方
面
か
ら
の
情

報
を
集
約
し
会
員
の
皆
さ

ん
に
資
料
提
供
す
る
」
こ

と
で
し
た
。
お
陰
様
で
こ

の
ご
提
案
に
多
く
賛
同
い

た
だ
き
、
商
店
・
飲
食
店

・
不
動
産
・
医
院
・
進
出

企
業
な
ど
異
業
種
の
60
会

員
で
商
店
街
活
動
を
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

そ
れ
が
都
筑
区
が
誕
生

す
る
6
年
前
で
す
。
そ
の

後
１
９
９
０
年
に
青
木
さ

ん
を
初
代
会
長
に
港
北
Ｎ

Ｔ
中
央
商
業
振
興
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
９
９
３
年
の
ブ
ル
ー

ラ
イ
ン
、
２
０
０
８
年
に

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
が
開
通

し
た
こ
と
に
伴
い
、
中
川

駅
前
、
仲
町
台
、
セ
ン
タ

ー
南
、
セ
ン
タ
ー
北
、
北

山
田
が
港
北
Ｎ
Ｔ
中
央
商

業
振
興
会
か
ら
独
立
し
て
、

現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
沿
っ
た
商
店
街
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
で
も
心
に

残
る
先
人
の
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
方
は
、
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
礎
を
作

ら
れ
た
故
・
金
子
保
会
長

さ
ん
で
す
。「
新
区
を
住
み

や
す
い
街
に
す
る
に
は
、

新
旧
住
民
を
は
じ
め
、
町

内
会
自
治
会
、
各
種
団
体
、

進
出
企
業
、
行
政
が
一
丸

と
な
っ
て
進
ま
な
い
と
、

こ
こ
を
ふ
る
さ
と
と
思
え

る
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り

は
で
き
な
い
」
と
常
々
お

話
し
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

心
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　

―
都
筑
の
ま
ち
づ
く
り
、

文
化
づ
く
り
、
人
づ
く
り

を
掲
げ
る
団
体
「
都
筑
ク

ラ
ブ
」
の
会
長
と
し
て
活

動
す
る
山
田
さ
ん
に
、
都

筑
区
誕
生
前
の
活
動
な
ど

に
つ
い
て
聞
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

山
田　

先
ほ
ど
お
話
に

あ
り
ま
し
た
、
ま
さ
に
タ

ヌ
キ
が
出
て
い
る
時
に
港

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
一
番

初
め
に
入
居
が
始
ま
っ
た

荏
田
地
区
に
引
っ
越
し
て

き
ま
し
た
。
フ
ラ
ミ
ン
ゴ

ピ
ン
ク
の
校
舎
が
や
け
に

目
立
っ
て
い
ま
し
た
。

　

１
９
８
３
年
に
開
校
し

た
荏
田
南
小
初
代
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
を
84
、
85
年
と
務
め
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

夏
祭
り
を
企
画
し
た
り
、

ど
ん
ど
焼
き
を
地
域
と
協

力
し
な
が
ら
開
催
し
て
い

ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
港
北
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
の
開
発
に
関
わ

っ
て
い
た
都
市
整
備
公
団

の
担
当
者
が
活
動
に
興
味

を
持
っ
て
く
れ
、
縁
あ
っ

て
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ま

つ
り
実
行
委
員
会
に
所
属

し
、
地
域
活
動
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
91
年
に
「
文

化
を
通
じ
て
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
貢
献
す
る
現
・
都

筑
ク
ラ
ブ
の
母
体
に
な
る

港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
イ
ベ

ン
ト
倶
楽
部
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

都
筑
区
が
誕
生
す
る
前

年
、
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
が
開

通
す
る
時
に
、
セ
ン
タ
ー

南
駅
で
地
下
鉄
開
通
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
。
駅
の
周
り

は
現
在
の
よ
う
に
栄
え
て

い
な
か
っ
た
け
ど
、
お
神

輿
三
基
で
練
り
歩
い
た
の

は
良
い
思
い
出
で
す
。

　

青
木　

山
田
さ
ん
は
出

う
額
が
区
長
室
に
飾
っ
て

あ
り
ま
す
。

　

村
田　

こ
れ
ま
で
数
多

く
の
人
の
努
力
で
今
の
都

筑
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

整
備
さ
れ
た
街
並
み
の
中

に
、
豊
か
な
自
然
や
農
業

専
用
地
区
、
企
業
、
工
業

地
帯
が
共
存
し
て
い
る
。

私
の
住
む
東
方
町
な
ど
は

夜
暗
く
な
る
と
、
星
が
き

れ
い
に
見
え
る
。
こ
れ
は

財
産
で
次
世
代
に
も
残
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

―
町
内
会
・
自
治
会
、

医
師
会
、
企
業
、
商
店
街
、

市
民
団
体
ら
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
畑
澤
（
前
）
区
長

は
何
を
感
じ
ま
し
た
か
。

　

畑
澤　

私
は
北
部
病
院

の
建
設
等
で
こ
の
ま
ち
を

訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
3
年
前
に
区
長
に
着

任
し
、
都
筑
に
来
て
み
て

本
当
に
素
晴
ら
し
い
ま
ち

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
、
お
話
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
、
新
し
い
区

の
運
営
の
大
変
さ
、
休
日

急
患
診
療
所
で
の
奮
闘
、

商
店
会
活
動
の
経
緯
、
青

木
さ
ん
や
山
田
さ
ん
の
思

い
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
都

筑
区
を
作
り
上
げ
て
き
た

皆
さ
ま
の
熱
意
を
感
じ
、

今
で
も
そ
の
思
い
が
引
き

継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　

来
年
11
月
に
迎
え
る
区

制
25
周
年
に
向
け
『
図
説 

都
筑
の
歴
史
』
編
さ
ん
事

業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進

行
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

〝
皆
さ
ま
の
熱
い
思
い
〟
を

都
筑
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

と
区
政
運
営
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
（
東
横
線
沿
線
地
域
）・

Ｂ
（
横
浜
線
沿
線
地
域
）・

Ｃ
（
田
園
都
市
線
沿
線
地

域
）・
Ｄ
（
港
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
地
域
）
の
4
区
に
再

編
成
す
る
方
針
の
中
で
、

当
時
は
都
田
地
区
連
合
町

内
会
会
長
と
し
て
、
区
名

選
定
委
員
会
で
新
し
い
区

名
の
取
り
決
め
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討

し
、
元
々
区
役
所
が
あ
っ

た
Ａ
・
Ｂ
区
は
そ
れ
ぞ
れ
、

「
港
北
区
」「
緑
区
」
の
区

名
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

Ｄ
区
に
関
し
て
は
「
平
成
」

「
若
葉
」「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」

「
中
川
」「
す
み
れ
」
な
ど

多
く
の
候
補
が
あ
っ
た
が

93
年
10
月
、「
都
筑
区
」
に

決
定
し
ま
し
た
。
最
初
は

抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
が
、

昔
は
武
蔵
国
都
筑
郡
だ
っ

た
ん
だ
か
ら
、
都
筑
区
で

良
か
っ
た
。
今
に
な
っ
て

思
え
ば
街
並
み
も
き
れ
い

で
、
区
名
も
良
い
よ
ね
。

素
晴
ら
し
い
区
名
が
決
定

し
た
良
い
思
い
出
だ
ね
。

　

飯
田　

そ
う
で
す
ね
。

都
筑
区
は
港
北
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
の
開
発
前
か
ら
「
い

た
人
」と
新
し
く「
来
た
人
」

が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て
、
ま

ち
が
活
性
化
し
て
い
る
。

１
０
０
年
経
っ
て
も
ゴ
ー

ス
ト
タ
ウ
ン
に
な
ら
な
い

の
が
都
筑
で
す
。

　

―
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

街
づ
く
り
協
議
会
の
元
会

長
や
横
浜
北
農
協
の
元
副

組
合
長
な
ど
を
務
め
、
都

筑
区
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
当
時
の
お

話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

飯
田　

農
協
の
仕
事
を

し
な
が
ら
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
建
築
協
定

の
取
り
決
め
に
関
し
て
言

え
ば
、
当
時
繁
栄
し
て
い

た
「
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
駅
周

辺
」
の
よ
う
に
狭
い
道
路

脇
に
路
上
駐
車
車
両
が
散

見
し
て
い
る
の
は
よ
そ
う

と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
駐
車
場
の
附
置

義
務
を
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内

で
取
り
決
め
ま
し
た
。
こ

れ
は
当
時
の
ま
ち
づ
く
り

に
お
い
て
画
期
的
な
こ
と

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
都
筑
区
南
部
の

折
本
町
、
東
方
町
、
池
辺

町
を
中
心
に
農
業
専
用
地

区
を
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
南

側
に
約
２
３
０
ha
整
備
し

て
い
ま
す
。
こ
の
農
専
を

作
っ
た
こ
と
で
、
今
で
も

農
業
が
盛
ん
な
区
の
特
長

が
あ
り
ま
す
。

　

―
第
三
京
浜
道
路
都
筑

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
開

設
し
た
１
９
９
５
年
に
都

筑
区
医
師
会
が
発
足
し
、

初
代
会
長
に
中
野
さ
ん
が

就
か
れ
ま
し
た
、
分
区
当

時
の
話
な
ど
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

中
野　

港
北
・
緑
の
2

区
か
ら
1
つ
の
区
が
誕
生

す
る
の
で
緑
区
か
ら
は
私

が
、
そ
し
て
港
北
区
か
ら

は
現
在
、
横
浜
市
医
師
会

会
長
を
務
め
る
水
野
恭
一

さ
ん
（
水
野
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
・
南
山
田
町
）
を
代

表
者
と
し
て
、
各
区
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
10
人
程
が
集
ま

り
都
筑
区
医
師
会
立
ち
上

げ
に
向
け
た
準
備
委
員
会

が
発
足
し
ま
し
た
。

　

誰
を
会
長
に
す
る
か
、

理
事
は
、
運
営
は
、
休
日

急
患
診
療
所
な
ど
決
め
る

こ
と
は
山
ほ
ど
あ
り
ま
し

た
。
分
区
時
は
緑
か
ら
19

人
、
港
北
か
ら
は
21
人
の

40
人
が
会
員
で
し
た
が
、

都
筑
区
医
師
会
発
足
時
に

は
緑
29
人
、
港
北
27
人
の

56
人
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
新
し
い
区
の
誕
生
に

向
か
い
、
皆
が
頑
張
ら
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う
気

持
ち
が
共
通
し
て
あ
り
ま

し
た
。
当
初
56
人
で
日
曜

祭
日
、
盆
暮
れ
正
月
の
休

日
急
患
診
療
所
を
2
人
体

制
で
回
す
の
は
結
構
き
つ

か
っ
た
で
す
。
青
葉
や
港

北
な
ど
近
隣
区
か
ら
「
手

伝
う
よ
」
と
い
う
声
も
あ

り
ま
し
た
が
、
自
分
た
ち

で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
を
診
る
こ
と

と
同
時
に
、
区
づ
く
り
に

で
き
る
だ
け
努
力
し
よ
う

と
こ
れ
ま
で
尽
力
し
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
２
０
０

名
以
上
の
医
師
が
会
員
と

な
り
、
区
民
の
健
康
を
守

る
だ
け
で
な
く
、
災
害
時

の
医
療
体
制
や
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な

ど
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

　

―
１
９
９
２
年
に
「
横

浜
市
港
北
区
及
び
緑
区
の

再
編
成
に
関
す
る
条
例
」

が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
港

北
・
緑
か
ら
の
新
区
誕
生

で
苦
労
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

長
谷
川　

港
北
・
緑
を

「
素
晴
ら
し
い

区
名
が
決
定
し
た
」

駐
車
場
の
設
置
義
務

「
画
期
的
な
こ
と
」

「
先
人
の
思
い
」

文
化
通
じ
、

地
域
に
貢
献

「
頑
張
ら
な
い
と

い
け
な
い
」

会
っ
た
頃
か
ら
都
筑
へ
対

す
る
熱
い
思
い
が
あ
り
ま

し
た
。

　

―
村
田
会
長
、
当
時
の

活
動
と
印
象
に
残
っ
て
い

る
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

村
田　

長
谷
川
さ
ん
の

後
任
と
し
て
体
育
指
導
委

員
（
現
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
）
で
し
た
。
港
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
建
設
事
業
が

発
表
さ
れ
、
工
場
用
地
や

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
空
き
地

を
利
用
し
て
体
指
と
し
て

子
ど
も
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
教
え
て
い
ま
し
た
。
長

谷
川
さ
ん
ら
に
色
々
と
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

区
民
ま
つ
り
も
今
年
で

24
回
を
迎
え
ま
す
が
、
3

回
目
位
ま
で
は
東
方
公
園

で
開
催
し
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
高
秀
秀
信
横
浜
市

長
が
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド

ソ
ン
（
バ
イ
ク
）
に
乗
っ

て
登
場
し
た
の
も
良
い
思

い
出
で
す
。

　

畑
澤　

高
秀
市
長
が
書

か
れ
た
「
都
筑
区
」
と
い

畑澤 健一さん
（前都筑区長）

中野 雄二さん
（初代都筑区医師会 会長）

　

都
筑
区
が
来
年
11
月
に
区
制
施
行
25
周
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
本
紙
で
は
都
筑
区
の
礎
を
築
い
て
き
た
関
係
者
に
、

区
誕
生
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を
語

っ
て
も
ら
っ
た
。
区
発
足
時
は
11
万
人
だ
っ
た
人
口
は
、
現

在
は
約
2
倍
の
21
万
人
に
な
り
新
旧
住
民
が
融
合
し
生
活
し

て
い
る
。
当
時
の
活
動
を
知
る
町
内
会
自
治
会
や
医
師
会
、

企
業
、
商
店
会
、
市
民
団
体
の
代
表
者
が
「
区
制
プ
レ
25
周

年
特
別
座
談
会
」を
先
月
開
催
し
た
。　
　
　
　
（
文
中
敬
称
略
）

司
会 

都
筑
区
商
店
街
連
合
会
・
栗
林
一
夫
会
長

　

―
１
９
８
６
年
に
本
社

を
現
・
都
筑
区
に
移
転
し
、

首
都
圏
最
大
級
店
舗
と
し

て
葛
が
谷
に
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
横

浜
港
北
総
本
店
を
オ
ー
プ

ン
さ
せ
て
い
ま
す
。
当
時
、

何
も
な
か
っ
た
所
に
企
業

と
し
て
進
出
を
英
断
さ
れ

た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

青
木　

Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
が
皆

さ
ま
と
素
晴
ら
し
い
ご
縁

を
結
ば
せ
て
い
た
だ
い
た

の
が
１
９
８
６
年
、
今
か

ら
32
年
前
で
す
。
11
月
に

「
タ
ヌ
キ
は

ス
ー
ツ
を
着
な
い
」

「
夜
、
星
が

見
え
る
の
は
財
産
」
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に

思
い
生
か
す
」

港北ニュータウン造成当時の
区役所屋上から望むセンター北方面

都筑区民が集う「区民まつり」

元市長・高秀氏が書いた「都筑区」


